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グ
ラ
を
含
む
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
モ
グ
ラ
以
外
の
名
称
に
つ
い

て
も
記
し
た
。
し
か
し
十
五
夜
と
亥
の
子
の
名
称
の
す
べ
て
ま
で
は
一
枚
に
書
き
加
え

ιれ
ず
、
十
五
夜
と
亥
の
子
に
つ
い
て
は
モ
グ
ラ
を
含
む
も
の
だ
け
を
記
す
こ
ー
に

な
っ
た
。
地
図
⑤

1
⑦
で
は
、
唱
え
言
葉
と
目
的
は
多
様
で
あ
る
上
に
別
々
の
意
味
合

レ
が
重
複
し
な
が
ら
分
布
し
て
い
る
状
況
を
一
枚
に
表
し
に
く
か
っ
た
た
め
、
モ
グ
ラ

に
関
す
る
記
述
の
み
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
要
素
ご
と
に
全
期
日
の
全
例
を
一
枚
に
分

オ
り
や
す
く
示
す
の
が
理
想
で
あ
っ
た
が
、
藁
束
で
地
面
を
叩
く
儀
礼
同
士
で
あ
る
な

ら
ま
だ
し
も
、
小
正
月
頃
の
削
り
か
け
の
よ
う
な
棒
で
地
面
を
叩
く
事
例
と
、
亥
の
子

の
石
に
縄
を
つ
け
た
も
の
で
地
面
を
叩
く
事
例
と
を
、
地
面
を
叩
く
点
で
は
同
一
で
あ

る
と
捉
え
て
一
枚
の
地
図
に
ま
と
め
て
も
よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。
地
図

作
成
の
基
準
や
方
法
、
ま
た
資
料
収
集
の
基
準
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

註（1
）
拙
稿
「
九
州
に
お
け
る
地
面
を
叩
く
年
中
行
事
｜
期
日
と
用
具
に
つ
い
て
｜
」

六
十
五
巻
第
一
号
信
濃
史
学
会
平
成
二
十
五
年
）

（2
）
方
城
町
史
編
纂
委
員
会
『
方
城
町
史
』
方
城
町
昭
和
四
十
四
年
五
六
六
頁

（3
）
三
輪
町
教
育
委
員
会
『
三
輪
町
史
』
三
輪
町
役
場
昭
和
四
十
五
年
一
三
五
頁

（
4

一一
一川
町
一

H
語
実
務
委
員
会
『
大
和
町
史
通
史
編
下
巻
』
大
和
町
平
成
十
三
年

（
5
r日
間
『
日
本
民
俗
地
図
E
（
年
中
行
事
2
）
解
説
編
』
国
土
地
理
協
会
昭
和
四
十
六
年

（6
）
相
良
村
誌
編
纂
委
員
会
『
相
良
村
誌
人
文
編
』
目
良
「
平
成
八
年
四
二

O
頁

（7
）
椎
葉
村
『
椎
葉
村
史
』
平
成
六
年
九
七

o
h
h頁

（8
）
鶴
田
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会
『
鶴
田
町
郷
土
誌
』
鶴
田
町
平
成
十
七
年
八
七
二
頁

（
9
）
知
覧
町
郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
知
覧
町
郷
土
誌
』
知
覧
町
平
成
十
四
年
一
三

O
七
頁

（叩～
l
註
1
の
地
図
①
と
地
図
②
に
、
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
、
大
分
県
竹
田
市
の
小
正
月
頃
の
事

停
で
見
落
と
し
て
い
た
地
点
の
印
を
押
し
た
。

（H
）
註
5
と
同
書
、
五
五
二
頁
。
「
里
村
」
と
誤
植
。

（
ロ
一
一
一
同
時
史
編
さ
ん
委
員
会
『
都
城
市
史
別
編
民
俗
文
化
財
』
都
城
市
平
成
八
年

（
日
）
宮
崎
県
緊
急
民
俗
文
化
財
分
布
調
査
の
報
告
書
原
票
よ
り
国
富
町
深
年

（M
H

）
瓜
生
野
倉
岡
郷
土
誌
編
集
委
員
会
『
瓜
生
野
倉
岡
郷
土
誌
』
宮
崎
市
北
支
所
内
北
地
区
振
興

会
事
務
局
昭
和
六
十
一
年
六
一
六
頁

（
『
信
濃
』
第

滋
賀
に
お
け
る
字
誌
刊
行
リ
ス
ト
の
作
成
と

民
俗
調
査
へ
の
活
用
に
つ
い
て

吉

村

風

は
じ
め
に

近
年
、
「
字
誌
」
と
よ
ば
れ
る
地
域
史
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。

「
小
さ
な
「
地
域
史
誌
」
」
と
さ
れ
、
市
町
村
の
行
政
区
画
よ
り
狭
く
、

大
字
単
位
で
刊
行
さ
れ
る
自
治
体
史
誌
で
あ
る
。

こ
う
し
た
字
誌
は
全
国
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
沖
縄
に
お
け
る
字
誌
作

成
が
有
名
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
、
三

O
O点
以
上
の
字
誌
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た

一
冊、が

一
0
0ペ
ー
ジ
を
超
え
る
字
誌
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は
、
字
誌
は
、
地

域
史
研
究
だ
け
で
な
く
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

l
研
究
や
社
会
教
育
的
意
義
な
ど
、
様
々

な
研
究
の
土
台
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
回
、
紹
介
す
る
滋
賀
県
も
字
誌
の
刊
行
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、

二
O
一
四
年
現
在
、
滋
賀
県
内
全
域
の
字
誌
刊
行
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
基

礎
調
査
と
し
て
目
録
を
作
成
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
字
誌
が
民
俗
調
査
の
資
料
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
字
誌
と
は

大
字
単
位
か
数

2 

滋
賀
県
内
に
お
け
る
字
誌
・
字
誌
関
連
刊
行
状
況
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滋
賀
県
内
に
お
け
る
字
誌
の
刊
行
状
況
と
し
て
は
、
二

O
O五
年
に
渡
部
幹
雄
が
「
自

治
体
史
編
さ
ん
事
業
と
字
誌
編
さ
ん
」
と
し
て
、
愛
荘
町
の
字
誌
を
中
心
に
紹
介
を
し

て
い
る
。
渡
部
は
字
誌
を
「
①
集
落
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
編
集
組
織
が
編
集
し

た
も
の
、
②
お
お
む
ね
一

O
O頁
以
上
の
印
刷
物
、
③
対
象
エ
リ
ア
を
集
落
に
限
定
し

た
内
容
の
も
の
」
と
定
義
し
、
字
誌
の
発
行
が
湖
東
地
域
で
特
に
多
い
点
、
ま
た
字
誌

の
発
行
は
市
町
村
史
な
ど
の
自
治
体
史
の
発
行
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

（
日
）
高
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
高
岡
町
史
（
下
巻
）
』
高
岡
町
昭
和
六
十
二
年
七
七

O
頁

（
日
）
河
野
ス
ミ
子
『
子
供
の
こ
ろ
の
風
習
』
平
成
十
一
年
三
十
四
頁
（
宮
崎
県
川
南
町
）
な
ど

（
打
）
竹
田
市
史
刊
行
会
『
竹
田
市
史
下
巻
』
昭
和
六
十
二
年
二
二
八
頁
な
ど

（
問
）
註
5
と
同
書
、
五
四
七
頁
（
佐
賀
県
嬉
野
町
不
動
山
）
／
西
有
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
西

有
田
町
史
下
巻
』
西
有
田
町
昭
和
六
十
三
年
二
一
六
三
頁

（
四
）
栖
本
町
誌
編
纂
宮
員
会
『
栖
本
町
誌
』
栖
本
町
平
成
十
八
年
七
七
五
頁

（
却
）
註
日
と
同
資
料

（
幻
）
庄
内
町
・
庄
内
町
教
育
委
員
会
『
庄
内
町
誌
下
巻
』
平
成
一

O
年

六

O
九
頁

（
昨
日
作
一
頁
一
天
草
島
民
俗
誌
」
郷
土
研
究
社
、
昭
和
七
年
（
『
日
本
民
俗
大
系
第
十
一
一
巻
』

（
幻
）
福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
で
は
、
モ
グ
ラ
ウ
チ
で
ご
四
日
の
も
ぐ
ら
う
ち
、
隣
さ
え
い
き
や

が
れ
」
と
あ
る
が
、
亥
の
子
や
で
も
ご
四
日
の
亥
の
子
い
の
子
餅
つ
か
ん
や
つ
あ
鬼
産
め
蛇

産
め
角
生
え
た
子
産
め
」
な
と
と
言
っ
て
石
に
縄
を
付
け
た
も
の
で
地
面
を

H
、
た
と
、
ぅ
。

（
水
巻
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会
『
水
巻
町
誌
』
昭
和
三
十
七
年
三
一
九
頁
L
日

L
Y巴

（M
）
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
筑
後
市
史
第
三
巻
』
筑
後
市
平
成
十
年
七
十
四
頁

（
お
）
註
口
と
同
書
、
二
二
七
頁

（
お
）
諸
塚
村
史
編
纂
委
員
会
『
諸
塚
村
史
』
諸
塚
村
平
成
元
年
八

O
四
頁

（
幻
）
註
口
と
同
書
一
七
八
頁

（
お
）
千
歳
村
誌
刊
行
会
『
千
歳
村
詰
』
昭
和
四
十
九
年
三
一
八
頁

（
却
）
註
M
と
同
書
、
七
十
四
頁

（
叩
）
小
野
重
朗
『
十
五
夜
綱
引
き
の
研
究
』
慶
友
社
昭
和
四
十
八
年
三
十
八
頁

（
出
）
小
城
町
史
編
集
委
員
会
『
小
城
町
史
』
小
城
町
役
場
昭
和
四
十
九
年
六
五
八
頁

（
辺
）
註
5
と
同
書
、
五
四
六
頁

（
幻
）
塩
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
塩
田
町
史
下
巻
（
近
代
・
現
代
編
）
』
佐
賀
県
藤
津
郡
塩
田
町

昭
和
五
十
九
年
四
六
二
頁

（M
）
註
5
と
同
書
、
五
四
八
頁

（
珂
）
註
5
と
同
書
、
五
五
九
頁

（
拘
）
岡
垣
町
史
編
纂
委
員
会
『
岡
垣
町
史
』
岡
垣
町
昭
和
六
十
三
年
八
八
五
頁

（
幻
）
筑
穂
町
誌
編
集
委
員
会
『
筑
穂
町
誌
下
巻
』
筑
穂
町
平
成
十
五
年
四
五

O
頁

字誌ならびに字誌関連リストの定義

対象範囲 ｜著者・出版者 ｜備考

｜著者・出版者いずれかが自治会・公民館・学｜字内の老人クラブなどを含む。
字・学区を単位とし，歴史·~主主！！.？..
民俗、地誌を記したもの ｜著者・出版者いずれも自治会・公民館・学区｜教育委員会・小学校が作成する郷土誌・郷土誌読本を

でないもの ｜含む

を
指
摘
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
渡
部
の
定
義
を
さ
ら
に
広
げ
定
義
を
行
っ
た
。
実
際
の

字
誌
で
は
、
著
者
・
編
者
は
個
人
で
あ
る
が
、
自
治
会
・
公
民
館
な
ど

の
集
落
住
民
に
よ
る
組
織
が
刊
行
・
出
版
す
る
ケ
l
ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
著
者
・
出
版
者
い
ず
れ
か
が
自
治
会
・
公
民
館
・
学
区
で
あ
る
も

の
を
「
字
誌
」
と
し
、
著
者
・
出
版
者
い
ず
れ
も
自
治
会
・
公
民
館
・

学
区
で
な
い
も
の
を
「
字
誌
関
連
」
と
し
て
分
類
し
た
。

ま
た
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
予
算
な
ど
の
制
約
か
ら
、
少

な
い
ペ
ー
ジ
数
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
字
誌
も
あ
る
た
め
、
ペ
ー
ジ
数

は
問
わ
ず
、
表
1

字
誌
な
ら
び
に
字
誌
関
連
リ
ス
ト
の
定
義
の
よ
う

に
字
誌
と
字
誌
関
連
を
定
義
し
た
。

字
誌
の
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
滋
賀
県
立
図
書
館
の

．
滋
賀
県
立
図
書
館
蔵
書
検
索

｝
戸
け
け
万
一
＼
＼
当

4『d
『－
m
F
H
m
ω
l
U吋
∞
内

l
H
H
σ
同
白

Ha可
・
い
－
u＼

45＼
O
旬
。
＼
∞

HaF＼
叫
∞

l

け
】
『
同
】
⑦

H
白
色
〈

を
使
用
し
、
主
題
件
名
で
〈
滋
賀
分
類
↓
歴
史

一
般
・
行
幸
啓
〉
に

分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
〈
社
会
一
般
の
風
俗
習
慣
・
民
俗
〉
に
分

類
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ト
を
検
索
し
、
タ
イ
ト
ル
や
現
物
か
ら
判
断
し
て

抽
出
し
た
。

ま
た
一
部
は
、
前
記
、
渡
部
の
論
文
に
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
県

立
図
書
館
に
は
蔵
書
が
な
か
っ
た
た
め
、

・
県
内
図
書
館
横
断
検
索
（
滋
賀
県
立
図
書
館
）

｝
戸
け
け
百
一
＼
＼
の
同

0
m
m－
m
F
H
m
ω
！
万
円
。
時
BI
－－｛

σ
同
印
一
吋
可
・
’
］
円
】
＼

45＼
。

Ham＼

・
国
立
国
会
図
書
館
サ

l
チ
（
国
立
国
会
図
書
館
）

｝
戸
け
け
百
一
＼
＼

H
m
m
－ロ門口－
m
0・
い

U
＼

に
て
検
索
を
行
い
、
書
誌
情
報
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

結
果
、
表
2
の
と
お
り
、
二

O
一
四
年
三
月
現
在
、
字
誌
一
八
三
点
、

字
誌
関
連
と
し
て
一

O
二
点
の
計
二
八
五
点
の
刊
行
が
あ
る
こ
と
が
確
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表2 滋賀県肉における字誌・字誌関連リスト

字誌・字誌 滋賀県立
市町村立

国立国会
項番 図書館で タイトノレ

関連 図書館蔵
のみ所蔵

図書館蔵
著者 出版者 出版年 自治体分布

1 字誌関連 ． 郷土目加田史 北川二郎F著 北川二郎 1981年 愛荘町

2 字誌 ． 蚊野誌ふるさと・とくほん 蚊野誌編集委員会H編集 秦荘町蚊野 1989年 愛荘町

3 字誌 ． 栗田史上 栗田史編纂委員会d編集 滋賀県愛知郡秦荘町大字栗田 1993年 愛荘町

4 字誌 ． 栗田史下 栗田史編纂委員会d編集 滋賀県愛知郡秦荘町大字栗田 1993年 愛荘町

5 字誌関連 ． 村人のあしあと 愛知川町大字長野H編集 愛知川町大字長野 1993年 愛荘町

6 字誌関連 ． 郷土史第 l輯 東部中学校篠原校舎郷土斑d編輯 東部中学校篠原校舎郷土班 1951年 近江八幡市

7 字誌 ． ． 安孫子史上 安孫子壮年会安孫子史編さん委員会d編 安孫子壮年会 1985年 愛荘町

8 字誌 ． ． 安孫子史中 安孫子壮年会安孫子史編さん委員会H編 安孫子壮年会 1986年 愛荘町

9 字誌 ． ． 安孫子史下 安孫子壮年会安孫子史編さん委員会H編 安孫子壮年会 1987年 愛荘町

10 字誌 ． ． 東園堂誌ふるさと倉lj生［正］ 東円堂公民館d編集 東円堂公民館 1991年 愛荘町

11 字誌 ． ． 松尾寺誌 松尾寺誌編集委員会H編集 秦荘町大字松尾寺 1996年 愛荘町

12 字誌 ． ． 元持今昔誌 大字冗持字誌編纂委員会F編集 秦荘町大字冗持 1997年 愛荘町

13 字誌 ． ． 目加国誌上 大字目加田誌編纂委員会H編集 秦荘町大字自力日田 1998年 愛荘町

14 字誌 ． ． 目加回誌下 大字目加国誌編纂委員会H編集 秦荘町大字目加国 1998年 愛荘町

15 字誌 ． ． 島川誌 島川誌編纂委員会H編集 秦荘町大字島川 2000年 愛荘町

16 字誌 ． ． 東出誌 東出字誌編纂委員会d編集 秦荘町大字東出 2000年 愛荘町

17 字誌 圃 ． 竹原志滋賀県愛知郡秦荘町大字竹原郷土誌 創意と工夫の郷づくり委員会／／編 創意と工夫の郷づくり委員会 2000年 愛在町

18 字誌 圃 ． 東園堂誌くらしのあゆみ続 東円堂公民館H編集 東円堂公民館 2001年 愛荘町

19 字誌 ． ． ふるさと長野の歩み上 長野字誌編さん委員会／／編集 滋賀県愛知郡愛荘町長野西 2011年 愛荘町

20 字誌 ． ． ふるさと長野の歩み下 長野字誌編さん委員会／／編集 滋賀県愛知郡愛荘町長野西 20日年 愛荘町

21 字誌 ． ． 写真でみる中宿のあゆみ中宿公民館新築河脇神社社殿造営記念 中宿自治会 中宿自治会 2012年 愛荘町

22 字誌 ． ． 字史香之庄のあゆみ常夜燈のともるむら 愛荘町香之庄字史研究会H編集 滋賀県愛知郡愛荘町香之庄自治会 2013年 愛荘町

23 字誌 ． ふるさとの歴史第 1集 嶋津良－／！ 著 武佐公民館 1989年 近江八幡市

24 字誌関連 ． ． これが私のふるさとです 「これが私のふるさとですj編集委員会H編 近江八幡市地域総合センター 1991年 近江八幡市

25 字誌 ． 北里のあゆみふれあい ・ぬくもり・ しあわせのまち 北里学区しあわせのまちづくり審議会H編集 北里学区しあわせのまちづくり審議会 1994年 近江八幡市

26 字誌 ． ふるさとの歴史第 1集、第 2集、第 3集 嶋津良－／／著 武佐公民館 1995年 近江八幡市

27 字詰 ． ． 生々流転江頭町史 江頭町町史編纂委員会F編集 江頭町自治会 1998年 近江八幡市

28 字誌 圃 ふるさと・岡山の古を訪ねて第 l集 岡山文化振興会H編集 岡山公民館 1999年 近江八幡市

29 字誌 ． ． 鷹飼の歩み 鷹飼町町史編纂委員会H編集 近江八幡市鷹飼町自治会 1999年 近江八幡市

30 字誌 ． ふるさと・岡山の古（いにしえ）を訪ねて第 2集 岡山文化振興会d編集 岡山公民館 2000年 近江八幡市

31 字誌関連 ． はちまん今むかし物語 近江八幡市郷土史会H編集 近江八幡郷土史会 2002年 近江八幡市

32 字誌関連 ． ． 当村（沖島）由緒書 西居清二郎H編 西居清二郎 2003年 近江八幡市

33 字誌関連 ． 虞野風土記 結城実誠d箸 結城実誠 1958年 大津市

34 字誌 ． 大石のあゆみ 大石のあゆみ編集委員会d編 大津市旧大石村合併一十周年記念事業開催委員会 1970年 大津市

35 字誌関連 ． 粟津拾遺集 椿政隆F原著 本多神社社務所 1972年 大津市

36 字誌関連 ． 木戸の里歴史めぐり 志賀町立木戸小学校F編 木戸小学校百周年記念実行委員会 1974年 大津市

37 字誌関連 ． わたしたちの葛川 わたしたちの葛川編集委員会H編集 大津市立葛｝｜｜小学校 1975年 大津市

38 字誌関連 ． 衣川 千葉乗隆F編 同朋舎 1976年 大津市

39 字誌 ． ． 源俊頼歌集回上集の里 源俊頼H著 田上郷土史料館 1979年 大津市

40 字誌 ． 晴嵐史話 晴嵐史編集委員会F編集 晴嵐コミュニァィ推進委員会 1980年 大津市

41 字誌 ． 月輪栗林史 月輪栗林史編纂委員会H編 月輪栗林町 1981年 大津市

42 字誌関連 ． 膳所・粟津の拾遺集 竹内将人H著 竹内将人 1990年 大津市

43 字誌関連 ． 小松村史覚書 塩谷直H著 塩谷直 1992年 大津市

44 字誌 ． ． 大津市錦織町 錦織町 1993年 大津市

45 字誌 ． 藤尾の歴史 ふるさと創生事業実行委員会H編集 ふるさと創生事業実行委員会 1995年 大津市

46 字誌関連 ． ． ふるさと衣川 中村平二郎d著 中村平二郎 1996年 大津市

47 字誌 ． 昔を今、語りつぐわがまち瀬田東 瀬田東学区郷土誌会編集委員会d編集 瀬田東学区郷土誌会 1998年 大津市

48 字誌 ． もっと知ろう我が街瀬田東 瀬田東学区文化振興会H制作 瀬田東学区自治連合会 1999年 大津市

49 字誌 ． ふる里・田上再発見 l号 ふる里 ・田上を考える会d編集 ふる里 ・田上を考える会 2003年 大津市

50 字誌 ． 瀬田東知ろううつりゆく山や池郷土史読本 瀬田東文化振興会郷土史サークルd編集 瀬田東文化振興会 2004年 大津市

51 字誌 ． ． 南大萱史 南大萱史編さん委員会F編集 南大萱史編さん委員会 2004年 大津市

52 字誌 ． 月輪史 月輪史編纂委員会F編集 月輪史編纂委員会 2006年 大津市

53 字誌関連 ． 唐崎の歴史 松野孝－／／著 松野孝一 2007年 大津市

54 字誌 ． ふる里 ・田上再発見 2号 ふる里 ・田上を考える会H編集 ふる里・田上を考える会 2008年 大津市

55 字誌 ． 平津一丁目物語 平津の歴史を書き残し隊 2009年 大津市

56 字誌 ． 平津一丁目物語 ［平津の歴史を書き残し隊］ 2011年 大津市

57 字誌関連 ． 津田江町明治百年史 奥村卯－／／著 奥村卯一 1969年 草津市

58 字誌関連 ． 野路の玉川と野路の歴史 中神良太F著 草津市文化協会 1969年 草津市

59 字誌 ． 郷土のかおり 草津市中央公民館H編 草津市中央公民館 1975年 草津市

_..... 
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60 字誌関連 ． ． 近江国野洲郡野田村略史 ［［ 正］

61 字誌 ． ふるさと矢橋の今・むかし

62 字誌 ． ． 野路のくらしと歩み

63 字誌関連 ． 志津村史原始 ・古代編

64 字誌関連 ． 志津村史 中世編 1

65 字誌関連 国 志津村史中世編 2

66 字誌 ． ふるさとあつまり

67 字誌 ． まほろば

68 字誌関連 ． ひぼこの里吾名巴

69 字誌 ． 地域のおはなしシリーズ 1みなみがさひがしのむかしむかし

70 字誌 圃 みなみがさ歴史まちづくり の原点を温故知新に置いて

71 字誌 ． 地域のおはなしシリーズ 2南笠の歴史をさぐる

72 字誌 ． 地域のおはなしシリーズ 3桃の季節梨の季節柿の季節

73 字誌関連 ． 私たちの今郷

74 字誌 ． ふる里松尾

75 字誌 ． ふるさと小佐治

76 字誌 ． ふる さと柑子

77 字誌関連 ． 寺庄誌

78 字誌関連 ． 私たちの小川出 上巻

木村武則H編輯 木村武則 1980年 草津市

ふるさと矢橋まつり実行委員会H編 草津市矢橋町 1986年 草津市

野路のくらしと編さん委員会H編 野路町 1986年 草津市

奥村修H著 奥村修 1987年 草津市

奥村修H著 奥村修 1990年 草津市

奥村修H著 奥村修 1990年 草津市

川端善＿ ／／ 著 。 草津市集町 1996年 草津市

山本利貞F編集 馬場町内会 1999年 草津市

石田市蔵II［編集 ］ 石田市蔵 2000年 草津市

南笠東学区街づくり推進委員会H編集 南笠東学区自治連合会 2002年 草津市

小寺賞F編集 南笠町内会 2002年 草津市

南笠東学区街づくり推進委員会F編集 南笠東学区自治連合会 2003年 草津市

南笠東学区街づくり推進委員会H編 南笠東学区まちづくり協議会 2013年 草津市

山田徳蔵F共著 山田徳蔵 1980年 甲賀市

ふるさと松尾編集委員会H編 ふるさと松尾編集委員会 1984年 甲賀市

ふるさと小佐治編集委員会H編集 滋賀県甲賀町大字小佐治 1987年 甲賀市

柑子老人クフブd編集 柑子区事務所 1990年 甲賀市

杉本丑松H著 杉本栄之助 1951年 甲賀市

相楽卯－II編 相楽卯一 1974年 甲賀市

79 字誌
甲賀市立 佐山村志
図書館

佐山村区 1975年 甲賀市

80 字誌関連 ． ふる里の下山

81 字誌 ． ふるさとの歴史松原町

82 字誌関連 ． 新城の歴史と私の人生八十余年

83 字誌 ． 田堵野誌タドノの昔と今［ 正 ］

84 字誌 ． 回堵野誌 追録

85 字誌 国 上野の聖書明

86 字誌 ． ． 郷土史ふるさと深川

87 字誌 ． 磯尾史秘境めく山伏の里

88 字誌 ． ふるさと油日

89 字誌 ． 和田郷史

伴隆一 II著 伴隆一 1980年 甲賀市

鵜飼員五II［ほか］編 水口町松原町 1987年 甲賀市

武田慶治郎H著 武田慶治郎 1991年 甲賀市

甲賀町大宇田堵野H編集 甲賀町大字国堵野 1993年 甲賀市

甲賀町大字回堵野d編集 甲賀町大字国堵野 1993年 甲賀市

大字上野誌編纂委員会H編集 大字上野 1995年 甲賀市

郷土史編纂委員会H編集 大字深川 1996年 甲賀市

磯尾史談会磯尾史編集委員会H編集 磯尾史談会磯尾史編集委員会 1997年 甲賀市

［油日創意と工夫の郷づくり委員会JII ［編集］油日創意と工夫の郷づくり委員会 1998年 甲賀市

［和田郷史編纂委員会J// ［編集J 平日同郷史編纂委員会 1998年 甲賀市

90 字誌 ． 鳥居野史

91 字誌 ． ふるさと神村

鳥居野史編集委員会H編集 大字鳥居野 1999年 甲賀市

神郷土史編集委員会H編集 滋賀県甲賀郡甲賀町大字神 1999年 甲賀市

92 字誌関連 ． 水源の里 しがらき 第 1輯

93 字誌 圃 ふる里ニ大寺

水源の皇しがらきの会F編集 水源の里しがらきの会 2002年 甲賀市

ふる里ニ大寺編集委員会H編集 大字ニ大寺区 2003年 甲賀市

94 字誌関連 ． 水源の里 しがらき 第2輯 昭和 28年の大水害～あの日 から50年～ 水源の里しがらきの会H編集 水源の里しがらきの会 2005年 甲賀市

95 字誌関連 ． あゆみ 50年創立五十年記念誌 水口町郷土史会d編集 水口町郷土史会 2009年 甲賀市

96 字誌 ． ふるさと春日 ふるさと春日編纂委員会H編集 甲賀市水口町春日区 2009年 甲賀市

97 字誌関連 ． ． 宿場町っちゃま土山宿を歴史する 両橋慶－II著 両橋慶一 2011年 甲賀市

98 字誌 ． 史料による呉竹の歩み 呉竹隣保館H編 呉竹隣保館 1974年 甲良町

99 字誌 圃 小川原史 小川原史編纂委員会F編纂 甲良町小川原 1996年 甲良町

100 字誌 ． 横関史 横関史編集委員会d編集 甲良町繍関区 1996年 甲良町

101 字誌 ． 長寺東字誌 橋本武浩H編集責任 長寺東区 1998年 甲良町

102 字誌 ． 下之郷の歴史 ［l] 下之郷の歴史編集委員会U編集 下之郷の歴史編集委員会 2001年 甲良町

103 字誌 ． 金屋誌ヤッサの里 金屋誌編纂委員会H編纂 甲良町大字金屋区 2004年 甲良町

104 字誌 ． ． 法養寺誌 法養寺誌編集委員会F編集 法養寺区 2004年 甲良町

105 字誌 ． 下之郷の歴史 2 下之郷の歴史編集委員会H編集 下之郷の歴史編集委員会 2008年 甲良町

106 字誌関連 ． 農と暮ら しの記録 甲良町教育委員会郷土誌編纂委員会／／編集 甲良町教育委員会 2011年 甲良町

107 字誌 ． ふるさとの歴史妙感寺 ふるさとの歴史編集委員会H編集 妙感寺区 1991年 湖南市

108 字誌 ． 平松区史 平松区史編集委員会II［編集］ 平松区史編集委員会 1991年 湖南市

109 字誌 ． しもだ六百年 ［下回連合区 ］郷づくり事業史誌部会H編集 下回連合区 1995年 湖南市

110 字誌関連 ． 「近江下回史J落穂集 谷口全H著 谷口全 2002年 湖南市

111 字誌 ． ． ももづてのさ と（ 百伝）岩根東区誌 岩根東区誌編纂委員会d編集 岩根東区 2006年 湖南市

112 字誌関連 圃 ． 妙感寺史 竹貫元勝著 中外日報社事業 2009年 湖南市

113 字誌関連 ． 菩提寺の昔ぱなし じいちゃん・ ばあちゃんにき く。 儀平塾H編集 儀平塾 2013年 湖南市

114 字誌関連 ． 愛郷誌 青谷寅吉d著 海演舎 1958年 向島市

115 字誌関連 ． 薬園誌 饗庭昌威H編 保木信一 1970年 高島市

116 字誌関連 ． 上弘部の歴史 墨友留造d著 墨友留造 1986年 高島市

117 字誌 ． 輪ノ内の昔上北船木史稿古代 ・中世編 橋本鉄男H著 北船木史稿刊行会 1989年 向島市

118 字誌 ． 国 輪ノ内の昔 下北船木史稿近世 ・近代編 橋本鉄男H著 北船木史稿刊行会 1991年 高島市

119 字誌 圃 南市史 南市史刊行委員会H編集 南市区 1993年 向島市

120 字誌関連 ． 今津の昔 墨友留造H著 墨友留造 1995年 高島市

121 字誌関連 ． 今津葦海村小史拍［正］今津・ 中浜 ・本町の百年 森田吉貝IJII著 森田吉則 1995年 両島市

122 字誌 ． ふるさと下小川｜ ［ふるさと下小川発刊実行委員会JII ［編集］ ふるさと下小川発刊実行委員会 1998年 向島市
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123 字誌 ． ． 南船木史 南船木区史編集委員会H編集 南船木区 1999年 向島市

124 字誌 ． 新保誌 新保誌編集委員会d編 マキノ町大字新保 1999年 高島市

125 字誌 ． ． ふるさと五十川新旭町五十川区誌 五十川区誌編纂委員会d編集 新旭町五十川区 1999年 高島市

126 字誌 ． 庄堺史「創意と工夫の郷づくり事業」による 庄堺区史編集委員会F編集 庄堺区 2000年 高島市

127 字誌関連 ． ． みちのまち今津今津の町史をひもとく 一 今津の歴史を学ぼう会 2012年 両島市

128 字誌関連 圃 村の語部徒然なるがままに マキノ地域研究会H編集 マキノ地域研究会 1980年 両島市

129 字誌関連 ． 梅原小誌 石田共平F著 石田共平 1984年 向島市

130 字誌 ． 西地区郷土の顔づくり昭和 59年度 今津町公民館H編 今津町公民館 1984年 向島市

131 字誌 圃 榊の今と昔（小史） 榊自治会創意と工夫の郷づくり委員会H編集 榊自治会 1993年 高島市

132 字誌 ． 岡のくら し今昔クラブ員が語り合う 岡老人クフブ豊養会H編集 岡老人クラブ豊養会 2003年 向島市

133 字誌 ． ． 久徳史 近藤徳二II［ほか］編 滋賀県犬上郡多賀町久徳 1968年 多賀町

134 字誌関連 圃 ． 久徳史こぼればなし 小財敬之介II［ほか］編 小財敬之介 1970年 多賀町

135 字誌 ． 脇ヶ畑史話 多賀町史編纂委員会F編集 多賀町公民館 1973年 多賀町

136 字誌 ． ． 敏満寺史親と子の郷土読本 敏満寺公民館H編集 敏満寺公民館 1976年 多賀町

137 字誌 ． 多賀町の歩み 近江八幡市多賀町町内会d編集 近江八幡市多賀町町内会 1977年 多賀町

138 字誌 ． ． 猿木区誌 猿木区誌編集委員会H編集 猿木区誌編集委員会 2013年 多賀町

139 字誌
豊郷町立

雨降野史
図書館

雨降野編纂委員会 ／／編集 豊郷町 1997年 豊郷町

140 字誌 ． ． 森本の由緒と沿革史 服部修－11編 森本郷誌刊行会 1973年 長浜市

141 字誌関連 ． ふるさと口分田郷土史 広部庄太郎H著 広部庄太郎 1978年 長浜市

142 字誌関連 ． わが村と昌安見久尼 平塚区事務所H編集 実宰院史蹟保存会 1980年 長浜市

143 字誌 ． 西黒田風土記［正］ 郷土史研究会H編集 郷土史研究会 1980年 長浜市

144 字誌関連 ． 河毛志 河毛清一郎H著 t可毛清一郎 1983年 長浜市

145 字誌関連 ． ． ふる里長浜いろいろ 阿閉良造F著 サンプフイト出版 1984年 長浜市

146 学誌関連 ． 我がふるさと西野 成田迫夫H箸 成田廼夫 1986年 長浜市

147 字誌関連 ． 長浜市加納町史 加納左門H著 加納左門 1987年 長浜市

148 字誌関連 ． わたくしたちの坂田 坂田郡教育会H編 坂田郡教育会 1987年 長浜市

149 字誌 ． ． ふるさと神田第 1輯 ふるさと神田研究会H編集 ふるさと神田研究会 1987年 長浜市

150 字誌 圃 ． ふるさと神田 第 2輯 ふるさと神間研究会F編 ふるさと神田研究会 1990年 長浜市

151 字誌 ． 東物部郷土誌 東物部郷土誌編集委員F編集 東物部区 1991年 長浜市

152 字詰 ． ． 早崎のムラの昔 早崎観縁H著 早崎区 1992年 長浜市

153 字誌関連 ． 舟寄せ村の歴史 ふる里を訪ねて奥琵琶湖 蓮敬寺開基五百年記念法要執行委員会II［編 ］ 蓮敬寺開基五百年記念法要執行委員会 1993年 長浜市

154 字誌 ． ． 西阿閉百年史 西阿閉百年史編さん委員会d編集 西阿閉区 1994年 長浜市

155 字誌 ． 西黒田風土記続 郷土史研究会H編集 郷土史研究会 1998年 長浜市

156 字誌 ． ふるさと中河内 ふるさと中河内編集委員会d編集 余呉町 1998年 長浜市

157 字誌 ． ． ふるさと語る 30年平方南町自治会 30周年記念誌 平方南町自治会II［編集］ 平方南町自治会 1999年 長浜市

158 字誌 ． ． 字誌ふるさと雨森 雨森まちづくり委員会d編集 雨森区 2000年 長浜市

159 字誌 ． ． 丁野誌 環しが湖北 丁野区誌編纂委員会H編集 湖北町丁野区 2005年 長浜市

160 字誌 ． ． ふるさと雨森：字誌．第 1集（平成 12年一平成 21年）一増補版 雨森まちづくり委員会H編集 雨森区 2010年 長浜市

161 字誌関連 ． 大字小谷の歴史 白井忠博H著 白井忠博 2011年 長浜市

162 字誌関連 ． 中野郷土誌 小梶甚二郎H編輯 小梶甚二郎 1929年 東近江市

163 字誌 ． 宮荘沿革史 ［正］ 宮荘振興会H編集 宮荘振興会 1963年 東近江市

164 字誌 ． 宮荘沿革史続編並に近代編 宮荘振興会H編集 宮荘振興会 1968年 東近江市

165 字誌関連 ． 小椋谷風土記第 l集 中川 真澄H編 永源寺町立政所小学校 1975年 東近江市

166 字誌関連 ． 小椋谷風土記第2集 中川真澄H編 永源寺町立政所小学校 1976年 東近江市

167 字誌関連 ． 猪子の歴史 小林秀夫F著 小林秀夫 1981年 東近江市

168 字誌 ． 大森のむかし 梅本茂左ヱ門d編 布引老人クラブ 1982年 東近江市

169 字誌関連 ． ふる さと年史押立郷を探る 西海源治H箸 西海源治 1984年 東近江市

170 字誌関連 ． きぬがさ百話 ［l] 中川 虞澄d執筆 能登川町立能登川西小学校 1985年 東近江市

171 字誌関連 ． きぬがさ百話 2 中川真澄H著 中川真澄 1987年 東近江市

172 字誌 ． 今在家の今昔 湖東町今在家老人クフブH編集 湖東町今在家老人クフブ 1988年 東近江市

173 字誌 ． ． 五個荘町史資料集 1近江商人外村家の家訓・店則集成 五個荘町史編集委員会F編集 五個荘町 1989年 東近江市

174 字誌 ． 町史大森のあゆみ 町史大森のあゆみ編集委員会F編集 八日市市大森町 1989年 東近江市

175 字誌 ． いしどうむかしぱなし郷土の顔づく り補助事業平成元年度 中江甲子生F編集 石塔明るい町づくり推進委員会 1990年 東近江市

176 字誌関連 ． きむらのむかしからいま 中島ヲTH著 中島予 1990年 東近江市

177 字誌関連 ． やはた春秋 中川虞澄F執筆 能登川町立能登川東小学校 1991年 東近江市

178 字誌関連 ． ． 川並いろいろ明治 ・大正編 塚本政男H著 塚本政男 1992年 東近江市

179 字誌関連 ． 小JIIの歴史 長谷川美雄F著 長谷川美雄 1994年 東近江市

180 字誌 ． －十年史八 日市市南部地区 小寺謙治II［ほカミ］編集 八日市市立南部公民館 1995年 東近江市

181 字誌関連 ． 蒲生町地域史研究会 15周年記念誌 蒲生町地域史研究会H編集 蒲生町地域史研究会 1995年 東近江市
182 字誌 ． 小田苅沿革史 小田苅沿革史編纂委員会H編集 小田苅沿革史編纂委員会 1996年 東近江市

183 字誌 圃 ． ふるさと小幡史 ふるさ と小幡史編集委員会F編集 小幡区自治会 1999年 東近江市
184 字誌 ． ． 上羽田町のあゆみと思い出 郷土史編纂部H編集 上羽田町平石自治会 2000年 東近江市
185 字誌 ． ． 浜野のあゆみ 「浜野のあゆみj編集委員会H編集 八日市市浜野総自治会 2001年 東近江市
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186 字誌関連 ． ふるさと湯屋 田中与惣－JI編集 田中与惣一 2002年 東近江市

187 字誌関連 ． ． すはせの里 北須田の郷土史［本編］ 川村弘F著 ) 11村弘 2004年 東近江市

188 字誌関連 ． ． すはせの里北須田の郷土史［資料編 ］ 川村弘H著 ) 11村弘 2004年 東近江市

189 字誌 ． なつかしいみんなの玉緒50年 「玉緒地区市制 50周年記念事業J写真集 八日市市玉緒公民館F編 玉緒公民館 2004年 東近江市

190 字誌関連 ． 妙法寺町の歴史続八日市市 小森章次H著 小森章次 2004年 東近江市

191 字誌関連 ． 地図 ・古絵図帳 「すはせの里J付録 川村弘F箸 ) 11村弘 2004年 東近江市

192 字誌 ． 鋳物師の歴史第 1巻 鋳物師の歴史編さん委員会H編集 滋賀県蒲生郡蒲生町大字鋳物師区 2005年 東近江市

193 字誌 ． 平林史 平林自治会H編集 平林自治会 2005年 東近江市

194 字誌 ． ． 字誌私たちの大津東近江市大津町発足記念 大津いきいき郷づくり委員会字誌編纂部会H編集 湖東町大津区 2005年 東近江市

195 字誌 ． 悠久の山里ふるさと高野の歴史 永源寺前野字史会d編集 永源寺南野字史会 2007年 東近江市

196 字誌 ． ふるさと建部 東近江市建部地区まちづくり協議会H編集 東近江市建部地区まちづくり協議会 2007年 東近江市

197 字誌関連 ． ． すはせの里 北須田の郷土史一補足編 川村弘H著 ) 11村弘 2008年 東近江市

198 字誌 ． ． ふるさと伊野部のあゆみ 伊野部字史編集委員会H編集 五個荘伊野部町自治会 2008年 東近江市

199 字誌 ． ． ふるさと竜田 竜田史編纂委員会F編集 滋賀県東近江市五個荘竜田町自治会 2013年 東近江市

200 字誌 ． 両宮町史 両宮町史編纂委員会H編纂 雨宮町史編纂委員会 1958年 彦根市

201 字誌関連 ． ． 松原町概略史 前川与市H著 前川与市 1965年 彦根市

202 字誌 ． わが郷土ふくみつ 尾田確－／／著 福満郷土史研究会 1973年 彦根市

203 字誌 ． 甘呂郷土誌 甘呂町老人クフブH編 栄光出版社 1976年 彦根市

204 字詰 ． ふるさと鳥居本［正］ ふるさと鳥居本編集委員会d編集 ［鳥居本学区自治連合会］ 1979年 彦根市

205 字誌 圃 ふるさと鳥居本追録 （1) ふるさと鳥居本編集委員会H編集 ［鳥居本学区自治連合会 ］ 1979年 彦根市

206 字誌関連 ． ． 稲枝の歴史 寺田所平H著 寺田所平 1980年 彦根市

207 字誌 ． ふるさと鳥居本続ふるさとの語 り伝え七00題気象・薬草 ・医療 ふるさと鳥居本編集委員U編集 鳥居本学区 1980年 彦根市

208 字誌 ． 郷土史 旭 森 郷土史旭森編纂委員会H編 郷土史旭森編纂委員会 1983年 彦根市

209 字誌関連 ． 開出今物語ー梅の花と楓一彦根市開出今とその移民史 松宮増雄F著 松宮増雄 1984年 彦根市

210 字誌関連 ． ． 犬上郡誌・雨宮町史 渡漫弘人F編 臨川書店 1986年 彦根市

211 字誌 ． 南ニツ谷郷土史 基礎編 彦根市南二ツ谷町自治会d編 彦根市南二ツ谷町自治会 1987年 彦根市

212 字誌 ． ． 後二僚今昔ものがたり 薗田昭二II［著］ 後二条「かたりベJの会 1993年 彦根市

213 字誌関連 ． わが郷土ふくみつ 尾田 確－II著 福満郷土史研究会 1993年 彦根市

214 字誌 圃 ． ふるさ と本庄 ふる さと本庄編纂委員会H編集 本庄町自治会 1994年 彦根市

215 字誌 ． ． 肥田町史 肥田町自治会F編集 肥田町自治会 1995年 彦根市

216 字誌 ． 広野町史 広野町史編集委員会d編 広野町史編纂委員会 1996年 彦根市

217 字誌 ． わが街あゆみときまり高宮町日の出東町 雨宮学区 日の出東町自治会 ・日 の出東街づくり
高官学区日の出東町自治会 1998年 彦根市

推進委員会II［編集］

218 字誌関連 ． ． 旭森を知りたい旭森郷土学習のための手引 彦根市立旭森小学校旭森を歩く会 1998年 彦根市
219 字誌 ． わが郷土 小泉のあゆみ 小泉町史編纂委員会H編集 彦根市小泉町内会 ・小泉町公民館 2002年 彦根市
220 字誌 ． 観音寺町の歩み 観音寺町町町史編集委員会H編集 観音寺町自治会 2003年 彦根市

221 字誌 ． 鳥居本歴史と文化のものがたり 彦根市合併 50周年記念事業実行委員会H編集 彦根市合併 50周年記念事業実行委員会 2003年 彦線市
222 字誌 ． ． 日夏の歴史 山 ・川 ・道 ・湧水のムフ 日夏歴史研究会F編集 日夏町自治会 2004年 彦根市
223 字誌 ． ． 普光寺町史古い歴史のまち 普光寺町史編纂委員会d執筆・編集 普光寺町自治会 2004年 彦根市
224 字誌 ． ． 新高宮町史 雨宮町史編纂委員会H編纂 雨宮学区連合自治会 2007年 彦根市

225 字誌
米原市立

町づくりの歩み
図書館 磯区自治会町づくり推進委員会／編集 サンライズ出版 2008年 彦根市

226 字誌 ． ． ニ津誌勝鳥の里 ニ津町まちづくり 町誌編纂委員会d編纂 滋賀県彦根市二津町自治会 2010年 彦根市
227 字誌関連 ． ． 雨宮史あれこれ 西田稔遺稿集 西田稔H著 西田桂子 2013年 彦根市
228 字誌関連 ． 近江日野ふるさとの系譜 岡村信f台H著 岡村信治 1978年 日野町
229 字誌関連 ． 御舎利町のあゆみ滋賀県蒲生郡日野町大窪御舎利町 岡春子H著 岡春子 1988年 日野町
230 字誌 ． 十禅師歴史読本 十禅師史編纂委員会H編纂 滋賀県蒲生郡日野町大字十禅師 2000年 日野町
231 字誌 ． ふるさと上駒月の歴史 上駒月の歴史を語る会F編 滋賀県上駒月区 2005年 日野町
232 字誌 ． 区誌ふるさと木津 ふるさとをつたえよう会F編 ふるさとをつたえよう会 2013年 日野町
233 字誌 ． ． 東棲谷志 東桜谷郷土志編集委員会什肩 東桜谷公民館 1984年 日野町

九 234 字詰 ． ． 芋くらべの里中山史［通史編 ］ 岡本信男d著 中山東区 1997年 日野町
235 字誌 ． ． 芋くらべの里中山史資料編 岡本信男H著 中山東区 1997年 日野町
236 字誌関連 ． ． ふるさ と鎌掛の歴史第3巻激動期明治維新より昭和 30年町村合併まで 瀬川｜欣－II著 サンフイズ出版 2005年 日野町
237 字誌 圃 ． ふるさ と鎌掛の歴史 第 1巻 日野町立鎌掛公民館鎌掛の歴史を学ぶ会 日野町立鎌掛公民館鎌掛の歴史を学ぶ会 2000年 日野町
238 字誌 ． 圃 ふる さと鎌掛の歴史第2巻 日野町立鎌掛公民館鎌掛の歴史を学ぶ会 日野町立鎌掛公民館鎌掛の歴史を学ぶ会 2000年 日野町
239 字誌関連 ． 郷土史近江町長沢村 長沢郷土史研究クラブH編 長沢郷土史研究クラブ 1982年 米原市
240 字誌 ． ふるさと箕浦 ふるさと箕浦編纂委員会H編集 滋賀県坂田郡近江町大字箕浦自治会 1989年 米原市
241 字誌 ． ふる郷村木のあゆみ 川瀬春益H編集 村木区 1993年 米原市
242 字誌 ． 伊吹のあゆみ字史 伊吹区事務局H編集 伊吹区 2001年 米原市
243 に一才主－’圭.. 士'" ． 能登瀬のあゆみあお木の里 大字能登瀬史談会d編集 大字能登瀬史談会 2003年 米原市
244 字誌関連 ． 蘇る歴史の瀬崎山国指定史跡 山寄仁生F著 山寄仁生 2007年 米原市
245 字誌 ． ． 醒が井の里 山岸憲雄H著 醒井区 1986年 米原市
246 字誌 ． ． ふるさといむら 飯郷づくり実行委員会d編集 飯郷づく り実行委員会 1998年 米原市
247 字誌 ． ． 筑摩字誌 筑摩字誌編纂委員会H編集 米原町筑摩区 2002年 米原市
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248 字誌 ． ． たかみぞ（両溝）白鳳の里

249 字誌関連 ． ． 爾荷物語弥前のあゆみ

250 字誌 ． ． 湧水の郷字賀野米原市宇賀野区

251 字誌 ． 寺内町金ヶ森町史［本文編］

252 字誌 ． 寺内町金ヶ森町史資料編

253 字誌 ． ． 古南町民誌

254 字誌 ． ． ほんまち中山道守山宿

255 字誌 ． 播磨田町誌条里のむら

256 字誌 ． ほしか町誌古文書から見た

257 字誌 ． まがりおの里大曲

258 字誌関連 ． 下之郷の歴史私稿

259 字誌 ． 伊勢町民誌

260 字誌 ． 杉江邑杜と水のふるさと

261 字誌 ． わしが在所昔ぱなし

262 字誌関連 ． めぐりあい中主町散歩記

263 字誌関連 ． 豊積風土記

264 字誌関連 ． 近江田野洲郡野田村略史続

265 字誌関連 ． ニ上山誌

266 字誌 ． 吉川村史

267 字誌関連 ． 近江国野洲郡野田村略史補遺編

268 字誌 ． ［野洲 ］駅前北史

269 字誌 ． ． 小南愛郷史

270 字誌 ． 六条区と六条樋

271 字誌 ． ． 近江大篠原の歴史

272 字誌 ． ． 木部誌

273 字誌 ． ． 野洲の郷土史

274 字誌 ． ． 鋳物師の郷 ・辻の歴史

275 字誌 ． ． 民誌・絡の歴史と文化

276 一に才与ー’－霊.. 士C.' ． 栗東の野尻

277 字誌関連 ． 新屋敷の歴史

278 字誌 ． 大橋区誌

279 字誌関連 ． ． 絡の歴史と文化ァーマ展

280 字誌 ． 小柿の歴史

281 字誌関連 ． ． 郷土の精華

282 字誌関連 ． ふるさと

283 字誌 ． 小口史

284 字誌関連 ． ． ふるさとの歴史を探る川守の今昔

高溝口マンの里史編集委員会F編集 両溝口マンの里史編集委員会 2003年 米原市
山寄仁生H著 両木弘重 2004年 米原市
字賀野区誌編集委員会F編集 宇賀野区 2012年 米原市
金森町歴史保存研究会d編集 金森町自治会 1995年 守山市
金森町歴史保存研究会H編集 金森町自治会 1995年 守山市
古南町民誌編纂委員会F編集 滋賀県守山市古両町自治会 1999年 守山市

本町自治会 2000年 守山市
播磨田町誌編集委員会H編集 橋磨回自治会 2000年 守山市
欲賀町誌編さん委員会d編集 守山市欲賀町自治会 2000年 守山市
大曲町誌編集委員会F編集 大曲自治会 2006年 守山市
両橋正隆F著 善慶寺 2012年 守山市
伊勢町自治会F編集 伊勢町自治会 2001年 守山市
杉江誌編集委員会d編集 杉江自治会 2001年 守山市
野洲町公民館d編 野洲町公民館 1974年 野洲市
辻弘F著 辻弘 1977年 野洲市
主主弘II踊 辻弘 1979年 野洲市
木村武則F編輯 木村武則 1981年 野洲市
鵜飼定吉F著 鵜飼正寿 1981年 野洲市
辻弘II編 中主町吉川 1983年 野洲市
木村武則H編 木村武則 1983年 野洲市
駅前北歴史編さん委員会F編集 駅前北自治会 1988年 野洲市
小南愛郷史編纂委員会F編集 小南自治会 1995年 野洲市
中主町六条区d編集 中主町六条区 1999年 野洲市
大篠原郷土史編集委員会F編集 大篠原区 2003年 野洲市

木部自治会 2011年 野洲市
野洲区史編集委員会F編集 野洲自治会 2013年 野洲市
辻区史編さん委員会F編集 滋賀県栗東町辻自治区 1999年 栗東市
絡の歴史と文化編集委員会d編集 栗東市総自治会 2006年 栗東市
加藤保次II［ほか］編 栗東町大字野尻 1988年 栗東市
鷹羽稔H著 鷹羽稔。 1995年 栗東市
大橋区誌編集委員会F編集 大橋区 1997年 栗東市
栗東歴史民俗博物館H編集 栗東歴史民俗博物館 2001年 栗東市
小柿の歴史を語る会H編集 小柿の歴史を語る会 2004年 栗東市
谷口佐吉H編 鏡山保勝舎 1935年 竜王町
山中二郎d著 山中ニ郎 1986年 竜王町
小口史編纂委員会F編集 竜王町小口区 2002年 竜王町
蔵口嘉寿男F著 サンフイズ出版 2011年 竜王町

_..oil 
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大津地域 南部地域 甲賀地域 東近江地域

大津市 草海市 守山市 栗東市 野洲市 甲賀市 湖南市 東近江市 近江八幡市 日野町 竜王町

年代 字誌 字関誌連 字誌 字詰 字詰
字関誌連 字詰 字関連箆

字誌 字関連詰
字詰 字誌 字詰

字i調達誌
字誌 字関連詰 字詰 字関連詰 字誌 字関連誌 字誌 字誌

関連 関連 関連

1920 I 

1930 I 

1940 

1950 I I 

1960 2 2 

1970 2 4 1 l 2 I 1 2 1 

1980 2 2 2 2 3 3 2 3 5 1 I 1 

1990 4 3 2 2 3 。2 I 2 10 1 3 5 4 5 2 

2000 6 1 3 l 6 2 2 3 1 2 9 6 I 2 4 1 

2010 1 l 1 2 l 1 

合計 15 9 9 7 8 2 5 2 8 5 16 9 4 3 20 18 1 4 8 3 3 

字関連誌合・計字詰
24 16 10 7 13 25 7 38 11 1l 4 

地域別合計 24 46 32 64 

各市町村における年代別刊行点数表3
大津市 草津市 守山市 栗東市 野洲市 甲賀市 湖南市 東近江市 近江八幡市 日野町 竜王町 彦根市 愛荘町

字誌 ・数字合詰計関連 24 16 IO 7 13 25 7 38 11 11 4 28 21 
発行点

字総数 227 55 44 34 50 117 44 228 154 54 24 127 41 

字る誌字の刊行のあ
の比率 10.6略 29. l国 22. 7国 20.6略 26.0% 17.0拡 15. 9% 16. 7世 7. 1% 22.2覧 16. 7略 22.0% 51. 2覧

（カバー率）

豊郷町 甲良町 多賀町 米原市 長浜市 高島市 平均

字誌・数字合誌計関迎 9 6 12 22 19 
発行点

字総数 16 12 39 84 313 123 

字誌す，aー－ の刊行のあ
るの比率 6.3% 75.0覧 15.4% 14. 3% 7.0弛 15.4% 21. 6覧
（カバー率）

字誌の刊行のある字数と総字数の比率

字誌・字誌関連発行点数の変遷

表4

表5
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次に刊行時期を見てみよう。

表5字誌・字誌関連は字誌発行点数の変遷について示したグラフであ

る。このグラフを見ると、数点ではあるが、戦前にはすでに宇誌関連の書

籍が発行されているものの、字が中心となって発行する字誌は一九五0年

代から尭行が始まったことがわかる。また一九四0年代に刊行がないのは

第二次世界大戦の影響によるものと思われる。

この字誌と字誌関連の発行点数は一九七0年代に逆転し、字誌の方が、

出版点数が多くなっている。また、一九九0年代には字誌の出版が大きく

伸び、一九八0年代には二八点だった刊行点数が七O点に増加している。

この理由としては、この時期、滋賀県における自治体誌の刊行が盛んと

なり、字にも自治体誌的な字誌の刊行の機運が高まったことが考

えられる。また、これに加えて一九八八年から一九九O年にか

けての竹下内閣のふるさと創生事業と滋賀県のふるさと淡海事業

が行われたことにより、字内で字詰刊行が市民権を得たことによ

るものと考えられる。

湖東地域 湖北地被 『局島地場 合計

彦根市 愛荘岡I 豊郷町 甲良町 多賀町 米原市 長浜市 高島市 字誌
字関連詰

年代 字誌字関連誌 字詰字関連誌 字誌字関連誌 字誌字関連箆 字箆字誌 字 誌 字誌 字誌字関連誌 字誌字関連誌
関連 関連

1920 。1 

1930 。1 

1940 。。
1950 1 l 1 4 

1960 1 1 3 3 

1970 4 l 3 1 I 1 1 14 13 

1980 3 3 4 2 1 2 6 2 3 28 28 

1990 5 2 1 1 1 3 2 7 1 2 70 18 

2000 1 。4 4 4 2 2 2 59 19 

2010 I 4 1 l 1 1 1 14 8 

合計 21 7 19 2 I 。8 l 5 l 9 3 13 9 ll 8 189 95 

字箆・字箆
関連合計 28 21 9 6 12 22 19 

地域別合計 65 34 19 

年代 字誌 字誌関連

1920 。 I 

1930 。
1940 。。
1950 l 4 

1960 3 3 

1970 14 13 

1980 28 28 

1990 70 18 

2000 59 19 

2010 14 8 
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発
行
点
験
一
点
｝

10 

2日

70 

60 

認
で
き
た
。

以
下
、
と
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
字
誌
の
刊
行
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

刊
行
状
況
の
地
域
差
で
あ
る
。

表
3

各
市
町
村
に
お
け
る
年
代
別
刊
行
点
数
は
、
各
市
町
村
に
お
け
る

年
代
別
の
刊
行
点
数
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
渡
辺
が
指
摘
し
て

い
る
通
り
、
東
近
江
地
域

・
湖
東
地
域
に
出
版
点
数
が
多
く
、
高
島
地
域
、

大
津
と
湖
西
側
に
比
較
的
刊
行
が
少
な
い
と
い
う
地
域
差
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
全
市
町
村
で
出
版
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
表
4

宇
誌
の
刊
行
に
あ
る
字
数
と
総
字
数
の
比
率
は
、
郵
便
番
号

表
か
ら
割
り
出
し
た
滋
賀
県
内
に
お
け
る
字
の
概
算
数
と
、
字
誌
の
出
版
点

数
の
比
率
か
ら
算
出
し
た
、
字
誌
の
刊
行
の
あ
る
字
数
と
総
字
数
の
比
率
の

概
算
で
あ
る
。

と
れ
に
よ
る
と
、
甲
良
町
の
よ
う
に
発
行
点
数
は
少
な
い
も
の
の
、
カ
バ
ー

率
は
七
宝
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
非
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
町
も

あ
る
。

一
方
、
大
津
市
の
よ
う
に
発
行
点
数
は
二
四
点
と
多
い
も
の
の
、
市

域
は
域
内
に
字
が
多
い
た
め
、
町
に
比
べ
る
と
、
カ
パ

l
率
が
下
が
る
傾
向

に
あ
る
。

平
均
を
超
え
る
カ
パ

l
率
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
市
域
の
場
合
、

草
津
市

・
栗
東
市

・
野
洲
市
と
南
部
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
町
の
場
合
は

東
近
江
地
域
（
日
野
町
ニ
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
湖
東
地
域
（
愛
荘
町
五
一

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
甲
良
町
七
五
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
宇
誌
の
刊
行
に
地
域
差
が
あ
る
原
因
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
る

カ2

・
近
隣
の
宇
が
字
誌
を
出
す
と
、
そ
の
評
判
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
の
字

で
も
字
誌
を
出
し
た
い
と
い
う
意
見
が
、
宇
内
に
醸
成
さ
れ
る

0

・
自
治
体
が
字
誌
づ
く
り
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
（
米
原
市

・
愛
荘
町

な
ど
）

等
の
理
由
に
よ
り
、

地
域
差
が
発
生
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3 

字
誌
の
構
成
と
記
載
内
容

で
は
、
こ
う
し
た
字
誌
は
、
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、

E
の
よ
う
な
構
成

が
と
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

沖
縄
な
ど
で
は
、
自
治
体
が
字
詰
作
成
の
手
引
き
を
出
し
て
い
る
が
、
滋

賀
県
で
は
ま
だ
そ
う
し
た
手
引
き
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

滋
賀
県
で
は
字
内
の
郷
土
史
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
作
成
す
る
場
合
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
字
内
の
自
治
会
で
字
誌
作
成
の
決
定
を

し
た
の
ち
、
宇
内
の
郷
土
史
家
や
故
老
、
老
人
会
な
ど
の
役
員
で
編
纂
員
会

を
立
ち
上
げ
て
作
成
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
愛
荘
町
東
円
堂
で
は
一
九
九
一
年
と
二

O
O
一
年
の
二
回
に
わ

た
り
、
字
誌
が
刊
行
さ
れ
た
。
最
初
の
宇
誌
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
振
り

分
け
ら
れ
た
補
助
金
に
よ
り
編
纂
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
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と
の
と
き
東
円
堂
で
は
、
宇
内
の
郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
、
寺
の
住
職
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
歴
代
の
字
の
区
長
や
長
老
ま
た
、
小
字
か
ら
均
等
に
編
纂
委
員
が
選
出

さ
れ
住
民
一

O
名
に
よ
る
東
円
堂
字
誌
編
纂
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
目
。

ま
た
米
原
市
世
継
で
は
字
誌
準
備
の
た
め
の
「
ょ
っ
ぎ
史
」
と
い
う
新
聞
を
刊
行
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
字
内
の
神
社
な
ど
の
由
来
や
古
地
図
を
特
集
し
た
一
枚
も
の
の
新

聞
で
あ
る
。
字
誌
刊
行
の
前
に
、
字
誌
刊
行
に
向
け
て
の
住
民
の
理
解
と
協
力
を
も
と

め
る
た
め
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

東
円
堂
や
世
継
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
字
誌
作
り
に
向
け
て
は
、
住
民
の
協
力
が
必

須
で
あ
り
、
宇
内
で
字
誌
作
成
の
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
点
は
、
字

誌
作
り
の
場
で
よ
く
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
住
民
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
の
に
対
し
、
外
部
の
研
究
者
は
ほ
と

ん
ど
作
成
に
携
わ
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
住
民
が
地
元
や
近
隣
の
博
物
館
の
学
芸
員
に
質
問

に
行
っ
て
確
認
を
す
る
に
と
ど
ま
る
点
も
、
字
誌
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
宇
誌
の
記
載
内
容
や
構
成
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が

・
通
史
を
記
載
し
た
も
の
（
通
史
型
）

・
字
に
残
る
古
文
書
の
読
解
、
解
説
を
行
っ
た
も
の
（
文
書
解
説
型
）

・
近
代
以
降
の
慣
習
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
民
俗
事
象
、
現
在
の
字
の
景
観
な
ど
を
あ
つ

か
っ
た
も
の
（
民
俗
誌
型
）

・
上
記
の
内
容
を
混
合
し
た
も
の
（
混
合
型
）

に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
最
も
多
い
の
は
混
合
型
で
あ
り
、
例
え
ば
、
栗
東
市
の
『
栗
東
町
野
尻
の
歴

史
』
で
は
野
尻
地
籍
全
図
、
写
真
集
、
野
尻
と
そ
の
小
字
名
と
い
っ
た
口
絵
、
地
図
な

ど
に
続
き
、
栗
東
町
長
な
ら
び
に
区
長
の
献
辞
が
記
載
さ
れ
、

日
吉
神
社
の
祭
神
と
由
来

栗
東
町
文
化
財
日
吉
神
社
の
構
造
形
式
等

野
尻
の
歴
史

古
代
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第
一
章
播
磨
田
町
の
概
観

一
、
播
磨
田
町
沿
革
の
概
要

二
、
播
磨
田
町
の
気
候
と
風
土

第
二
章
播
磨
田
の
生
い
立
ち

て
古
代
か
ら
中
世

二
、
近
世
の
状
況

三
、
現
代
の
変
遷

第
三
章
暮
ら
し
を
支
え
る
生
業

一
、
昔
か
ら
続
く
農
業

二
、
地
場
産
業

第
四
章
心
を
支
え
る
信
仰

一
、
産
土
の
神

二
、
し
み
い
る
鐘
の
音

三
、
延
命
地
蔵
尊
と
そ
の
他
の
地
蔵
尊

四
、
行
者
堂

第
五
章
人
を
育
む
郷

て
江
戸
時
代
の
学
校

二
、
明
治
時
代
か
ら
の
学
校

三
、
戦
後
の
学
校
教
育

第
六
章
き
ず
な
を
結
ぶ
人
々

一
、
社
会
活
動

二
、
講
と
寄
り
合
い

三
、
先
達
と
四
方
山
話

回
、
な
つ
か
し
の
唄

第
七
章
播
磨
田
の
自
治

一
、
播
磨
田
自
治
会
の
歴
史
と
発
展

二
、
播
磨
田
自
治
会
の
活
動

三
、
播
磨
田
自
治
会
の
行
事

豪
族
の
消
長

仏
教
文
化

近
世

近
現
代

町
村
制
の
推
移

教
育
の
進
展

戦
前
の
風
俗

戦
前
の
子
供
た
ち
の
遊
び

子
供
と
間
食

子
供
と
行
事

子
供
と
夏
の
飲
物

古
文
書

水
利
に
関
す
る
取
り
か
わ
し
状

伊
勢
講
の
歴
史

お
地
蔵
さ
ん
の
歴
史

取
水
の
変
革

日
吉
神
社
の
神
輿

山
之
神
祭
の
由
来

神
祭
規
約
全
書

水
利
上
之
記
録

年
表

歴
代
の
戸
長

編
集
後
記

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
守
山
市
播
磨
田
の
『
播
磨
田
町
誌
条
里
の
む
ら
』
で
は
、

長
な
ど
の
献
辞
に
つ
づ
い
て
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

口
絵
な
ら
び
に
区

四
、
播
磨
田
町
と
公
共
機
関

玉
、
播
磨
田
の
展
望

※
章
末
資
料
と
し
て
人
口
の
推
移
、
宇
の
規
定
や
自
治
会
則
を
載
せ
る

上
記
に
挙
げ
た
の
は
二
例
だ
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は

・
通
史
と
し
て
は
遺
跡
調
査
な
ど
の
結
果
か
ら
古
代
史
を
述
べ
た
あ
と
、
字
の
近
世

史
を
説
明
し
て
い
る
。
（
中
世
史
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
い
）

・
集
落
の
寺
社
仏
閣
や
講
に
つ
い
て
載
せ
る

・
神
事
の
規
約
や
自
治
会
の
規
約
を
載
せ
て
い
る

点
で
あ
る
。

ま
た
、
『
播
磨
田
町
誌
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

・
第
二
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
ペ

l
ジ
を
割
い
て
い
る

．
自
治
会
の
活
動
や
行
事
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る

と
い
う
の
も
こ
う
し
た
字
誌
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

4 

字
誌
を
ど
の
よ
う
に
民
俗
調
査
で
活
用
す
る
か

筆
者
は
滋
賀
に
お
け
る
字
誌
が

・
県
の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
形
で
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る

・
字
が
作
成
す
る
歴
史
と
し
て
、
自
治
会
規
約
や
区
有
文
書
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て

い
る

と
い
う
点
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

筆
者
が
研
究
し
て
い
る
テ

l
マ
の
一
つ
に
、
滋
賀
に
お
け
る
飯
券
制
度
（
ハ
ン
ケ
ン

セ
イ
ド
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
滋
賀
県
湖
北
・
湖
東
地
域
の
自
治
会
や
ム
ラ
の
自
治
組
織
が
発
行
す
る
金
券

の
制
度
で
あ
る
。
実
際
に
は
現
地
で
は
、
ハ
ン
ケ
ン
（
飯
券
）
、
キ
ッ
プ
（
切
符
）
、
ト

キ
フ
ダ
（
斎
札
）
と
い
っ
た
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
飯
券
制
度
と
は
自
治
会
か
ら
、

飯
券
が
葬
儀
の
際
に
発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
葬
儀
の
際
、
喪
主
は
自
治
会
よ
り
飯

券
を
購
入
し
、
葬
儀
の
通
知
と
と
も
に
ム
ラ
内
の
各
戸
に
配
布
す
る
。
各
戸
は
飯
券
を
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臼で困っている字名は字践に肥隆があるもの

包土地IJ院忌認手l4l書割 3再1岬号

民T 能~綱

同飯；

30本郷

81本市場

E豆E
33弥高

34上多良

L-ーーーーー
滋賀県

滋賀県内切符の使用地忠実図 1

家
で
保
管
し
て
お
き
、

も
の
で
あ
る
。

こ
の
飯
券
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
自
治
体

史
誌
で
は
一
部
、
長
浜
市
史
に
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
自
治
体
史
誌
に
は
記

載
が
な
く
、
そ
の
分
布
域
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
筆
者
は
飯
券
制
度
が
あ
る
集
落
近
辺
を
中
心
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

お
お
む
ね
湖
東
・
湖
北
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
県

内
の
他
地
域
に
ま
で
、
そ
の
分
布
が
及
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
字
誌
を
活
用
し
、
字
誌

・
字
誌
関
連
全
一
一
八
七
点
中
、
法
賀
県
立
図
書
館
に

の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
八
九
点
を
確
認
し
、
こ
れ
に
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
加
え

て
、
分
布
域
を
割
り
出
し
た
の
が
図
ー
で
あ
る
。

宇
誌
に
こ
の
飯
券
が
出
て
く
る
の
は
、
ま
ず
ひ
と
つ
、
直
接
的
に

項
目
が
た
つ
て
い
る
ケ
l
ス
で
あ
る
。

例
え
ば
、
米
原
市
宇
賀
野
区
刊
行
の
『
湧
水
の
里
宇
賀
野
』
で
は

一
節
が
た
て
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

自
治
会
費
徴
収
の
際
に
自
治
会
費
と
飯
券
を
相
殺
す
る
と
い
う

「
飯
券
」

と
い
う

「
飯
券
」
と
い
う

「
第
八
節
飯
券

飯
券
の
由
来

昔
、
不
幸
が
あ
り
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
る
と
、
各
戸
の
代
表
が
会
葬
さ
れ
、
会
葬
さ

れ
た
方
々
に
は
粗
飯
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
斎
（
と
き
）
と
言
っ
て
「
汁
・
三
莱

（
味
噌
汁
、
大
根
、
大
豆
、
ひ
じ
き
の
煮
物
）
・
沢
庵
」
で
し
た
が
、
会
葬
者
全
員
に
出

す
と
大
変
な
量
に
な
り
、
女
性
た
ち
は
葬
儀
の
前
日
か
ら
斎
宿
（
と
き
や
ど
）
に
お
い

て
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

斎
を
出
す
に
は
米
、
味
噌
、
沢
庵
な
ど
が
必
要
で
、
年
老
い
た
人
を
抱
え
る
家
庭
は

気
苦
労
が
多
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
気
苦
労
の
節
減
解
決
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、

飯
券
制
度
で
す
。
飯
券
は
読
ん
で
宇
の
ご
と
く
飯
の
券
（
金
券
）
で
会
葬
さ
れ
た
方
々

に
渡
す
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
の
始
ま
り
の
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
葬
儀

以
外
の
仏
事
に
お
い
て
も
簡
素
化
を
は
か
る
た
め
に
飯
券
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

そ
の
他
、
新
生
活
運
動
の
一
環
と
し
て
、
冠
婚
葬
祭
字
の
宇
内
の
贈
答
は
品
物

に
変
え
て
飯
券
を
活
用
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
（
中
略
）
特
に
宇
賀
野
の
飯
券

の
歴
史
は
古
い
よ
う
で
、
現
在
に
お
い
て
も
飯
券
は
利
点
が
多
い
と
し
て
生
活
改
善
の

一
環
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
宇
賀
野
の
飯
券
は
、
百
円
券

・
二
百
円
券
・

三
百
円
券
・
五
百
円
券
・
千
円
券
の
五
種
類
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
各
班
の
宮
世
話
さ
ん
が
各
家
庭
で
集
ま
っ
た
飯
券
を
集
計
し
て
宮
費
と
し

て
集
め
、
神
明
宮
社
務
所
に
取
め
て
い
ま
す
。

宮
費
よ
り
、
少
な
い
家
庭
は
現
金
で
不
足
分
を
払
い
ま
す
。
宮
費
よ
り
多
い
家
庭
は

そ
の
分
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。
」

と
い
う
よ
う
に
、
飯
券
の
由
来

・
利
用
方
法
に
つ
い
て
概
略
を
記
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
詳
細
な
記
載
が
な
く
て
も
、
字
誌
に
記
載
さ
れ
る
生
活
改
善
規
約

な
ど
の
村
の
規
約
か
ら
、
飯
券
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
浜
市
雨
森
の
字
誌
『
字
誌
ふ
る
さ
と
雨
森
』
で
は
飯
券
の
詳
細
な
記
載
は
な
い
が
、

「
雨
森
区
生
活
改
善
規
約
昭
和
六
三
年
二
月
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

「
三
、
葬
儀
お
よ
び
法
要
に
関
す
る
こ
と

1
、
葬
儀
（
1
）
葬
式
の
呼
方
は
主
親
類
お
よ
び
隣
家
五
軒
程
と
し

一
般
呼
方
：
・
百
円

連
呼
方
・
・
・
百
円

一
人
呼
方
・
：
百
円

の
貯
金
券
を
以
て
す
る
」

と
い
う
よ
う
に
、
貯
金
券
と
い
う
名
称
で
、
こ
の
地
域
で
は
飯
券
が
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
も
っ
と
も
字
誌
が
活
用
で
き
る
の
は
、
そ
の
地
域
に
こ
の
飯
券
制
度
が
〈
な

い
〉
と
い
う
確
認
で
あ
る
。

例
え
ば
、
竜
王
町
小
口
区
が
編
纂
し
た
『
小
口
史
』
で
は
、
生
活
改
善
の
変
遷
と
し

て
江
戸
時
代
、
大
正
時
代
、
昭
和
時
代
、
平
成
の
生
活
改
善
と
項
目
を
分
け
て
記
載
が

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

し
た
。
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大
正
時
代
に
集
落
内
の
真
気
神
社
の
春
の
祭
礼
の
頭
屋
の
餅
つ
き
を
全

廃
し
、
そ
の
後
復
活
し
た
こ
と
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
昭
和
五
九
年
制
定
平

成
九
年
改
訂
の
生
活
改
善
規
約
の
全
文
を
載
せ
て
い
る
が
、
飯
券
に
関
す
る
記
載
は
一

切
見
ら
れ
な
い
】
。
あ
る
い
は
、
月
輪
栗
林
史
編
纂
委
員
会
『
月
輪
栗
林
史
』
で
は
「
葬

礼
と
供
養
」
と
い
う
項
目
で
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
細
か
く
説
明
し
て
い

る。
「
〈
他
所
宿
〉
ソ

l
レ
ン
で
は
参
列
者
が
昼
飯
を
と
っ
て
も
ら
う
の
で
、

近
所
の
家

に
頼
ん
で
宿
に
し
て
も
ら
っ
た
。
後
で
オ
タ
メ
を
お
返
し
し
た
。

〈
香
食
〉
五
十
年
程
前
で
重
親
類
は
一
円
、

七
O
年
前
ま
で
は
餅
で
返
し
て
い
た
」

普
通
は
一

O
銭
く
ら
い
で
香
典
返
し
は

こ
の
よ
う
に
、

細
か
く
他
所
宿
や
香
実
の
記
載
は
あ
る
が
、
飯
券
に

飯
券
は
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
字
で
は
、

関
す
る
記
載
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、

こ
の
飯
券
制
度
は
湖
東
・
湖
北
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
こ

と
が
、

実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
思
わ
れ
る
。

5 

字
誌
を
使
用
し
た
研
究
の
こ
れ
か
ら

上
記
、
宇
誌
を
活
用
し
た
飯
券
制
度
の
分
布
の
調
査
は
一
例
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う

に
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
字
誌
は
、

そ
の
地
域
の
民
俗
事
象
の
概

要
を
知
る
う
え
で
、

非
常
に
重
要
な
ツ

l
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
字
誌
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

現
在
、

筆
者
が
考
え
て
い
る
の
は
「
生

活
改
善
規
約
」

や
近
現
代
の

「
自
治
会
規
則
」

の
分
析
で
あ
る
。

飯
券
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
宇
に
お
い
て

「
生
活
改

そ
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、

善
の
影
響
で
で
き
た
」

実
際
、

生
活
改
善
の
規
約
な
ど

と
語
ら
れ
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

に
飯
券
の
記
載
が
あ
る
の
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

字
内
の
取
り
決
め

ま
た
、

と
し
て
、

村
規
約
や
自
治
会
規
約
に
飯
券
係
な
ど
の
役
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス

も
あ
る
。

し
か
し
生
活
改
善
規
約
の
条
文
や
近
現
代
の
自
治
会
の
規
則
に
つ
い
て
は
、

区
有
文

書
な
ど
に
も
残
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
「
生
活
改
善
規
約
や
自
治
会
規
則
に
地
域
性
は

あ
る
か
？
」
「
制
定
や
改
訂
の
時
期
に
共
通
点
は
あ
る
か
？
」

な
ど
、

生
活
改
善
規
約
や
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自
治
会
則
の
網
羅
的
・
備
敵
的
な
調
査
は
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
字
誌
に
お
い
て
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
生
活
改
善
規
約
や
自
治

会
則
の
条
文
や
制
定
の
背
景
な
ど
記
載
が
書
か
れ
る
ケ

l
ス
が
多
く
、
こ
の
字
誌
を
手

掛
か
り
と
し
て
、
飯
券
制
度
だ
け
で
な
く
、
生
活
改
善
規
約
や
自
治
会
則
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
検
討
し
て
い
る
の
は
、
自
分
自
身
が
字
誌
の
作
成
に
協
力
で
き
な

い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
宇
誌
作
成
に
外
部
の
研
究
者
が
入
る
と
と
は
、
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

と
れ
は
字
誌
刊
行
の
予
算
が
、
宇
内
の
自
治
会
費
と
市
町
村
の
援
助
に
よ
っ
て
成
立

し
て
お
り
、
外
部
の
研
究
者
へ
の
委
託
費
用
な
ど
を
用
意
で
き
な
い
の
が
主
な
原
因
で

あ
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
と
外
部
研
究
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研

究
者
側
も
字
誌
の
存
在
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
部
の
研
究
者
が
、
字
詰
作
成
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
研
究
者
と

し
て
は
字
誌
作
成
と
い
う
行
為
が
住
民
の
歴
史
認
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
住
民
側
へ
も
、
村
お
こ
し
、
お
国
自

慢
的
な
字
誌
で
な
く
、
学
術
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い
宇
誌
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機

会
と
な
る
と
恩
わ
れ
る
。

幸
い
、
現
在
、
筆
者
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
米
原
市
世
継
で
は
、
字
誌
の
刊
行
に
向

け
て
、
住
民
意
識
の
醸
成
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
住
民
と
協
力

を
行
い
、
研
究
者
が
情
報
収
集
・
構
成
検
討

・
執
筆
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
良

い
字
誌
刊
行
に
協
力
が
で
き
な
い
か
を
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
と
歴
史
・
生
活
・
文
化
な
ど
を
記
録
し
撒
く
も
の
で
あ
る
。
先
祖
代
々
住
ん
で
き
た
地
域

の
自
然
の
特
徴
や
農
業
・
漁
業
・
山
仕
事
な
ど
の
生
業
の
こ
と
、
地
域
の
自
治
や
教
育
、
家
々

の
系
語
、
移
民
や
出
稼
ぎ
の
経
験
、
戦
争
体
験
、
戦
争
復
興
期
の
思
い
出
、
土
地
改
良
事
業

な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
様
々
な
事
業
の
こ
と
、
そ
し
て
地
元
が
生
ん
だ
人
物
、
民

話
や
わ
ら
べ
歌
・
言
い
伝
え
な
ど
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、
先
輩
・
同
輩
た
ち

の
体
験
や
記
憶
を
も
と
に
、
地
域
史
料
を
含
め
て
必
要
な
調
査
研
究
を
重
ね
、
み
ん
な
が
理

解
で
き
る
形
に
ま
と
め
あ
げ
る
。
そ
れ
が
字
誌
で
あ
る
。
薄
い
も
の
は

一
O
O頁
程
度
か
ら

一
O
O
O頁
を
越
え
る
厚
い
も
の
ま
で
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

（2
）
中
村
誠
司
（
一
九
九
四
）
一
四
頁

（3
）
｛
子
誌
す
べ
て
が
、
県
立
図
書
館
や
市
町
村
図
書
館
に
納
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地

元
の
自
治
会
や
住
民
し
か
所
持
し
て
い
な
い
ケ
l
ス
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
中
で
記

載
し
て
い
る
米
原
市
世
継
の
「
ょ
っ
ぎ
史
」
は
二

O
一
四
年
現
在
、
県
内
の
図
書
館
や
国
立

国
会
図
書
時
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
の
み
が
所
有
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

な
お
、
市
町
村
立
図
書
館
で
は
分
類
件
名
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
図
書
館
も
多
く
、
分
類
・

件
名
に
よ
る
検
索
が
で
き
な
い
館
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
本
リ
ス
ト
で
は
県
内
の
市
町

村
図
書
館
は
一
部
の
図
書
館
の
み
の
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

（4
）
渡
部
（
二

O
O五
）
三
三

三

四
頁

（5
）
沖
縄
で
は
字
詰
作
り
の
マ
ニ
Z

ア
ル
と
し
て
名
護
市
史
編
さ
ん
室
編
（

一
九
八
五
）
『
字
誌

を
つ
く
ろ
う
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
沖
縄
で
は
二
O
O九
年
に
沖
縄
自

分
史
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
記
念
誌
・
字
誌
作
成
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

弔
上
で
記
念
誌
・
宇
誌
の
作
り
方
を
案
内
し
て
い
る
。
沖
縄
自
分
史
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
「
記

念
詰
・
字
誌
の
作
り
方
」
宮
召
一
＼
＼
』

F
E日
E
・
g
－旨＼

z
c
E
Z
E
Z－
r
E

（6
）
渡
部
｛
ニ

O
O五
）
三
四
頁

（7
）
栗
東
町
大
字
野
尻
二
九
八
八
）
目
次

（8
）
播
磨
閏
町
誌
編
集
委
員
会
（
二

0
0
0）
閏
次

（9
）
吉
村
（
一
一

O
O八
）
「
名
越
に
お
け
る
贈
答
と
「
切
符
」
に
つ
い
て
」
（
『
名
越
の
民
俗
』
所
収
）

（
叩
）
字
賀
野
区
誌
編
纂
委
員
会
（
二

O
一一

一）一

一
＝
了
一

一
四
頁

（
日
）
雨
森
区
（
二
O
O
O）
一
一
一
三
頁

（
ロ
）
雨
森
区
で
は

二
0
0
0年
に
字
誌
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
二

O
一
O
年
に
字
誌
の
増
補
編
が

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
生
活
改
善
規
約
の
改
正
に
よ
り
平
成
一
五
年
以
降
、
貯
金
券
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

〈
日
）
竜
王
町
小
口
区
編
（
二

O
O
二）

（
日
）
月
輪
栗
林
史
編
纂
委
員
会
（

一
九
八
一
）

（
日
）
無
論
、
住
民
の
関
心
や
何
か
し
ら
の
事
情
に
よ
っ
て
、
飯
券
制
度
が
字
内
に
あ
っ
て
も
記
載

が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
は
存
在
す
る
。

参
考
文
献

雨
森
区
編
『
字
誌
ふ
る
さ
と
雨
森
』

二
O
O
O年

字
賀
野
区
誌
編
纂
委
員
会
『
湧
水
の
里
字
賀
野
』
二

O
一
二
年

亦竹

倉石美都

舞

註（1
）
字
誌
の
明
確
な
定
義
は
研
究
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
群
馬
県
の
字
詰
刊
行
の
事

例
を
取
り
上
げ
た
田
中
康
雄
は
「
「
字
誌
」
と
は
小
さ
な
「
池
峨
史
誌
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

小
さ
な
地
域
と
は
不
定
形
な
表
現
で
あ
る
が
、
実
際
に
編
纂
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
域
範

囲
は
各
種
あ
っ
て
、
特
定
の
行
政
区
画
よ
り
は
狭
く
、
大
字
単
位
か
数
大
字
を
含
め
た
程
度

の
地
域
を
対
象
と
し
た
史
誌
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
（
田
中
二

0
0
0）
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
名
護
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
八
王
）
『
字
誌
を
つ
く
ろ
う
』
で
は

「一

O
O

世
帯
程
度
、
人
口
三

0
0
1
王
O
O
人
規
模
の
字
（
行
政
区
）
の
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
風

月
輪
栗
林
史
編
纂
委
員
会
『
月
輪
栗
林
史
』

一
九
八
一
年

田
中
康
雄
「
群
馬
県
内
に
お
け
る
「
字
誌
」
編
纂
の
動
向
」
（
『
京
文
』
群
馬
県
立
文
書
館
口
号

二
O
O
O年
八
月
）

中
村
誠
司

「沖
縄
の
「
字
誌
」
づ
く
り
」
（
『
記
録
と
史
料
』

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡

協
議
会

一
九
九
四
年
五
号
）

播
磨
田
町
誌
編
集
委
員
会
『
播
磨
田
町
誌
一
条
里
の
む
ら
』
二

O
O
O年

吉
村
風
「
名
越
に
お
け
る
贈
答
と
「
切
符
」
に
つ
い
て
」
（
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
名
越
の
民
俗
』

ニ
O
O八
年
）
竜
王
町
小
口
区
編
『
小
口
史
』
二

O
O二
年

帝
京
東
町
大
字
野
尻
区
編
『
栗
東
町
野
尻
の
歴
史
』
一
九
八
八
年

渡
部
幹
夫
「
自
治
体
史
編
さ
ん
・ト
業
と
字
誌
編
さ
ん
」
（
『
愛
知
川
町
史
研
究
』
三
号
愛
知
川
町
、

二
O
O五
年
三
月
）

35 
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、
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6
号
を
お
届
け
す
る
。

民
俗
地
図
特
集
と
し
て
民
俗
地
図
に
閲
す
る
論
考
を
掲

載
し
て
い
る
。

せ
、
読
み
取
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。

そ
の
多
く
は
分
布
図
を
基
礎
と
し
て
地
図
を
重
ね
あ
わ

一一

筆
者
が
本
い
え
に
掲
載
し
て
い

る
地
凶
も
問
機
で
あ
る
た
め
、

が
、
民
俗
特
集
を
組
む
こ
と
で
広
義
の
意
味
で
の
民
俗
地
凶
：
す
な
わ
ち

あ
ま
り
大
口
を
叩
け
る
わ
け
で
は
な
い

者
が
考
え
る

「
民
俗
地
凶
」

空
間
模
式
国
な
ど
を
示
す
論
考
が
で
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

民
俗
地
図
に
つ
い

を
各
々
一
示
す
こ
と
で
、

て
再
度
検
討
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

ら
れ
て
い
る
民
俗
地
凶
の
概
念
を
再
び
掘
り
返
す
の
で
は
意
味
が
な
く
、

長
年
問
い
か
け

い
部
分
、

跡
見
学
園
女
子
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
踏
ま
え
て
足
り
な

筆
者
は
、

検
討
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
。

民
俗
学
に
お
い
て
空
間
と
時
間
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
れ
な
い
。

し
か
し

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

円
、
斗
」
事
台

i
R
A
r

－zJ
Rノ
注
。

寸
’
f
，y
B
V
J
1
3
－t
，

最
近
、

「
民
俗
学
ら
し
さ
」

当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
失
笑
さ
れ
る
か
も

民
俗
学
の
行
方
、

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
た
い

将
来
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
な
い
若
手
が
い
る
と
聞
く
。話

者
を
見

民
俗

学
の
調
査
方
法
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
つ
け
現
地
を
巡
見
し
、

つ
け
て
話
を
聞
き
、

そ
こ
か
ら
自
分
の
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
、

ち
ろ
ん
文
献
調
査
も
重
要
で
あ
る
。

の
足
で
歩
き
、

目
で
見
て
、

斗
4
h
A
F

、、a

。

i
f
b
カ

事
例
を
集
め
る
こ
と
、

て
て
い
く
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

そ
し
て
そ
れ
を
基
に
論
を
組
み
セ

「
事
例
を
集
め
る
」

と
て
も
衝
隼
的
な
話
で
あ
っ
た
。
も

し
か
し
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
自
分

耳
で
聞
か
な
く
て
は
何
も
始
ま
ら
な
い
で

と
非
常
に
器
ろ
し
く
な
っ
た
。

こ
と
さ
え
も
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
・
：

半
世
紀
前
、

も
し
く
は
三
十
年
前
で
も
い
い
が
、

そ
の
頃
よ
り
も
調
査

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
者
も
い
る
ゆ
た
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、

『縁－集いの広場一』 5毒自炊 一，...ーーー聞－・E・E・－

木に上る伝承

ー木によるのには理由がある（三）ー 倉石忠彦

lまちまんたいしでんどう

岩手県八幡平市田頭集落の葬送儀礼の変容安藤有希

舞

倉石あつ子

高久一両親のこと、大森の二とー

失われた時を求めて
一日本文化が置き去りにしたものを『軍門の栄光』から篠む ー

東京生活史（ 1 ) 

当
時
を
知
ら
な
い
若
手
は
債
を
し
て
い
る
、
今
更
フ
ィ
ー
ル
ド
で
得
ら
れ

る
情
報
は
少
な
い
・
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
民
俗

は
常
に
佼
容
し
て
い
く
、
な
く
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
新
た
に
生
ま
れ
る
も

の
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
知
る
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
山
な
い
と
わ
か

ら
な
い
h

」
と
な
の
だ
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
集
め
た
事
例
や
、
研
究
方
法
を
見
直

す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
川
て
事
例
を

集
め
る
こ
と
を
陳
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
現
在
学
」
で
あ
る
民
俗
学

に
と
っ
て
、
今
の
事
例
を
集
め
る
こ
と
も
研
究
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。

民
俗
地
凶
の
話
題
か
ら
大
き
く
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
民
俗
学
の
七
台

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
見
直
す
こ
と
が
今
後
の
民
俗
学
を
考
え

る
上
で
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
空
間
と
時

間
を
考
え
る
上
で
民
俗
地
凶
は
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

民
俗
地
凶
を
検
討
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

相F
究

（
志
向
久
舞
）

倉吉美都瑞山市宝女祭
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